
 

は
「
米
価
が
下
が
る
一
方
、

経
費
は
上
が
る
。
１
次
産
業

を
大
事
に
し
な
い
今
の
政
治

で
は
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な

い
。（
心
に
）
響
く
講
演
で
勉

強
に
な
っ
た
。
来
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

に
前
進
を
切
り
開
き
、
今
度

こ
そ
比
例
と
選
挙
区
で
勝
利

を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
福
住
ひ
で
ゆ
き

参
院
鳥
取
・
島
根
選
挙
区
予

定
候
補
が
駆
け
つ
け
、
決
意

表
明
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

に
ひ
前
参
院
議
員
を
含
む

比
例
５
議
席
を
必
ず
獲
得

し
、
参
院
鳥
取
・
島
根
選
挙

区
で
の
勝
利
で
党
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
め

ざ
す
「
総
合
計
画
」
を
採
択

し
ま
し
た
。
新
役
員
体
制
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

▽
委
員
長
＝
上
代
善
雄

（
６
７
）
＝
再
▽
副
委
員
長

＝
尾
村
利
成
（
５
９
）
＝
再
、

大
国
陽
介
（
４
２
）
＝
新 
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１
０
０
人
に
政
治
家
夫
妻
が

２
８
７
１
万
円
を
配
っ
て
回

っ
た
前
代
未
聞
の
選
挙
買
収

事
件
。
河
井
克
行
元
法
相
夫
妻
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に
よ
る
大
規
模
買
収
事
件
で
、
検
察

当
局
は
１
４
日
、
現
金
を
受
領
し
な

が
ら
も
不
起
訴
処
分
と
な
り
、
東
京

第
６
検
察
審
査
会
か
ら
「
起
訴
相
当
」

と
議
決
さ
れ
た
広
島
県
内
の
地
方
議

員
ら
３
５
人
の
う
ち
、
体
調
不
良
の

１
人
を
除
く
３
４
人
を
公
選
法
違
反

（
被
買
収
）
の
罪
で
起
訴
し
た
▼
事

件
で
は
、
現
金
を
配
っ
て
公
選
法
違

反
（
買
収
）
の
罪
で
有
罪
が
確
定
し

た
河
井
元
法
相
（
５
９
）、
案
里
元
参

院
議
員
（
４
８
）
夫
妻
と
、
受
領
側

の
県
議
１
２
人
、
広
島
市
議
１
２
人

が
自
民
党
県
連
に
所
属
。
１
４
日
に

略
式
起
訴
さ
れ
た
県
議
と
市
議
計
１

４
人
は
前
後
し
て
議
員
辞
職
し
、
同

日
に
在
宅
起
訴
さ
れ
た
６
人
の
う
ち

県
議
１
人
は
１
５
日
に
離
党
、
４
人

は
不
起
訴
と
な
っ
て
い
る
（
２
０
日

時
点
）
▼
「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
は

後
を
絶
た
な
い
。
新
潟
県
で
は
、
昨

秋
の
衆
院
選
で
現
職
の
自
民
党
衆
院

議
員
が
同
党
県
議
か
ら
裏
金
を
要
求

さ
れ
た
と
県
警
に
告
発
。
京
都
府
で

は
自
民
党
府
連
が
国
政
選
挙
前
に
候

補
者
か
ら
集
め
た
金
を
組
織
的
に
地

方
議
員
に
配
っ
た
疑
惑
が
発
覚
し
、

京
都
地
検
に
告
発
状
が
提
出
さ
れ
た

▼
河
井
夫
妻
が
ば
ら
ま
い
た
３
千
万

円
近
く
の
現
金
の
出
ど
こ
ろ
は
今
も

謎
の
ま
ま
。「
な
ぜ
、
こ
の
事
件
は
起

き
た
の
か
。
本
当
の
〝
巨
悪″

は
誰

な
の
か
」―

―

広
島
の
地
元
紙
・
中

国
新
聞
社
が
総
力
を
挙
げ
て
取
材
し

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
「
ば
ら

ま
き
」
で
は
、
当
時
の
安
倍
政
権
中

枢
か
ら
提
供
さ
れ
た
別
の
裏
金
が
原

資
だ
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
い
る

▼
自
民
党
の
根
深
い
金
権
体
質
、
時

代
の
要
請
に
合
っ
て
い
な
い
現
行
の

法
制
度
。
い
ず
れ
の
疑
惑
解
明
を
は

じ
め
、
法
制
度
が
見
直
さ
れ
な
い
限

り
、
政
治
不
信
は
拭
え
な
い
。 

（
遠
） 

 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
７
日
、
国
に
対
し
、

島
根
原
発
問
題
や
江
の
川
治

水
対
策
、
農
業
対
策
を
要
請

し
ま
し
た
。
に
ひ
そ
う
へ
い

参
院
比
例
予
定
候
補
、
福
住

ひ
で
ゆ
き
同
鳥
取
・
島
根
選

挙
区
予
定
候
補
が
上
京
し
、

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両

県
議
、
松
江
、
出
雲
、
江
津

の
各
市
議
団
と
安
来
市
議
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
状
な
ど
を

伝
え
ま
し
た
。 

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼

働
に
つ
い
て
、
尾
村
県
議
は

「
島
根
地
域
全
体
の
避
難
計

画
で
あ
る
緊
急
時
対
応
は
、

コ
ロ
ナ
第
６
波
を
踏
ま
え
た

計
画
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

実
効
あ
る
計
画
と
は
言
え
な

い
」
と
指
摘
。「
こ
の
８
年
間

で
、
県
内
で
１
２
０
０
床
も

の
病
床
削
減
が
行
わ
れ
て
お

り
、
第
６
波
を
超
す
感
染
症

が
発
生
し
、
自
然
災
害
も
重

な
れ
ば
ベ
ッ
ド
数
も
医
療
従

国会と結んでオンライン（Zoom）で政府交渉する参加者 

講演する小松泰信・岡山大学名誉教授（隠岐の島町） 

隠
岐
の
島
町
の
日
本
共
産

党
お
き
支
部
は
１
３
日
、「
農

林
漁
業
は
島
の
宝
～
第
１
次

産
業
の
多
面
的
機
能
を
見
直

そ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
小

松
泰
信
・
岡
山
大
学
名
誉
教

授
を
迎
え
て
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
幹
部
や
元
校

長
ら
約
２
０
人
が
参
加
。
に

ひ
そ
う
へ
い
参
院
比
例
予
定

候
補
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

隠
岐
諸
島
の
全
４
町
村
を

数
日
か
け
て
訪
ね
た
小
松
氏

は
、
農
林
漁
業
に
伴
う
水
源

涵
養
や
土
砂
災
害
防
止
、
良
好

な
景
観
、
国
境
監
視
な
ど
多
く

の
機
能
を
挙
げ
、
「
こ
れ
だ
け

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
産

業
は
宝
そ
の
も
の
だ
」
と
力
説

し
ま
し
た
。
ま
た
、
党
綱
領
に

触
れ
、
「
僕
は
こ
れ
を
読
ん
で

ま
す
ま
す
納
得
し
て
入
党
し

た
」
と
紹
介
。
食
料
自
給
率
の

向
上
な
ど
農
林
水
産
政
策
の

根
本
的
な
転
換
な
ど
が
明
記

さ
れ
て
い
る
と
し
、
「
こ
ん
な

政
党
は
他
に
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

事
者
も
大
幅
に
不
足
す
る
。

リ
ス
ク
軽
減
の
上
か
ら
も
原

発
稼
働
な
ど
許
さ
れ
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

江
の
川
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
、
多
田
伸
治
・
江
津
市

議
は
「
対
策
が
進
ま
ず
、
５

０
年
間
待
た
さ
れ
て
い
る
。

早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
し
っ
か
り
予
算
措
置
を
」

と
要
望
。
水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
大
国
県
議
は
「
今
回
の

見
直
し
は
現
場
の
実
態
に
全

く
合
っ
て
い
な
い
。
方
針
転

換
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

に
ひ
氏
は
「
第
１
次
産
業

の
多
面
的
機
能
を
無
視
し
て

地
域
を
つ
ぶ
し
て
い
く
政
治

を
許
さ
ず
、
諦
め
な
い
」
と

語
り
、
参
院
選
で
国
会
に
戻

る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

コ
メ
農
家
の
男
性
（
４
０
）

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
１
９
日
、
大
田
市
で
第

８
８
回
県
党
会
議
を
開
き
ま

し
た
。 

議
席
奪
還
を
め
ざ
す
、
に

ひ
そ
う
へ
い
前
参
院
議
員
・

参
院
比
例
予
定
候
補
が
電
話

で
訴
え
、「
み
な
さ
ん
と
一
緒

１４：３０～ 
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コロナ対策を実施して開催しますのでぜひご参加ください。        
主催：日本共産党島根県委員会 


